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               確率分布の決定と関数方程式
                                    清 水 良 一
 確率変数の系列Z、，Z。，．．．，Z。，．．．をZ、＝X、，







 本研究では1imκPr｛l X l〉κ｝＝Oという条件下でψ（f）を完全に決定した．ψ（云）は単峰で，正規成分
をもたたい無限分解可能な分布である．分布Gを区間（0，∞），一点｛O｝および（一・◎，O）に集中してい
る分布G＋，ε（κ），およびG■を使って
             G（κ）＝κ十（κ）十（1一力1）ε（κ）十σG一（κ）
と書いたとき，ψ（≠）をL6vy表現したときのスペクトル関数M，Mおよびシフト・パラメタμはそれぞ
れ次の表現をもつ：
             〃（κ）＝力一’（1－G＋（κ））ズ’aκ， κ＞O，







       2状態マルコフ連鎖で連続して起こる事象についての分布
                                   平 野 勝 臣
本年度の研究．（1）正値連続分布の典型であるスケール分布族の代表的な分布について研究を行っ
た．（2）離散分布の研究では，2状態マルコフ連鎖で連続して起こる事象についてのいくつかの分布に
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             ブートストラップと予測の誤差推定









 Ishiguro and Sakamoto（1991）は，モデルに含まれるパラメータの推定を，最尤法に限定せずに推
定した場合の情報量規準の導出を目的として，バイアスろ（G）の推定をブートストラップ法により数値
的に行う方法を提案した．さらに北川（1991）は，このブートストラップバイアス推定の変動を減少させ
るための一方法を提案した．
 ここでは，未知のパラメータベクトルθを統計的汎関数で定義される推定量に基づいて推定したと
き，ある正則条件のもとで漸近的たバイアスは
1（・）一÷倉〃（・，・）∂1o9£チIθ）舳・・（÷）
となることを示し，ブートストラップ法との関係を検討した．ただし，丁三1〕（急；G）は，推定量瓦の影
響関数とする．漸近的バイアスは，例えば未知の確率分布Gを経験分布関数Gで置き換えた
舳一÷輔・肌，δ）∂’09努α．θ）」、
で推定する．
 ブートストラップ法を適用した数値的アプローチは，極めて緩やかな仮定のもとで適用できる．しか
し，バイアス推定の確率的変動の大きさには，本研究の解析的アプローチと同様に十分注意を払う必要
がある．この点に関しては今後の研究課題である．
